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第
十
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
五
項
第
一
号
及
び
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
総
務
省

関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務

省
令
第
四
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
七
項
に
規
定
す
る
記
載
事

項
（
第
四
項
に
お
い
て
「
記
載
事
項
」
と
い
う
。）を
送
信
す
る
方
法
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
四
条

第
一
項
中
「
行
政
機
関
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
行
政
機
関
等
の
指
定
す
る
電
子
計
算
機
」
と
あ
る
の
は

「
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
百
十
七
条
の
六
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
市

町
村
の
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
の
長
の
指
定
す
る
地
方
税
関
係
の
行
政
手
続
等
の
迅
速
か
つ
的

確
な
処
理
に
必
要
な
電
子
情
報
処
理
組
織
の
運
営
に
関
す
る
業
務
を
行
う
法
人
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
が
指
定
し
た
も

の
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
と
す
る
。

第
十
条
第
四
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
を
「
政
令
第
四
十

八
条
の
九
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
」
に
、「
を
記
載
し
た
申
請
書
を
同
項
の
市
町
村
の
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
そ
の
」
を
「
政
令
第
四
十
八
条
の
九
の
八

第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
」
を
「
法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
七
項
の
」
に
改
め
、「
、
光

デ
ィ
ス
ク
等
の
種
類
並
び
に
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
り
調
製
し
、
提
出
し
よ
う
と
す
る
給
与
支
払
報
告
書
の
規
格
及
び
見

込
枚
数
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

光
デ
ィ
ス
ク
等
の
種
類

四

光
デ
ィ
ス
ク
等
の
規
格

五

光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
り
調
製
し
、
提
出
し
よ
う
と
す
る
法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
五
項
の
給
与
支
払
報
告
書
及

び
同
条
第
六
項
の
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
の
見
込
枚
数

第
十
条
第
三
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
送
信
は
、
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
お
け
る
安
全
性
及
び
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
と

し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
五
項
第
二
号
又
は
第
六
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
記
載
事
項
の
記
録
に
関
す
る
技
術
基

準
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
。

５

法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
記
録
用
の
媒
体
は
、
光
デ
ィ
ス
ク
、
磁

気
テ
ー
プ
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
次
項
に
お
い
て
「
光
デ
ィ
ス
ク
等
」
と
い
う
。）と
す
る
。

第
十
条
の
二
の
二
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
八
第
一
項
（
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
九
第
一
項
（
」
に
改
め
、
同

条
第
一
号
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
八
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、同
条
第
四
号
中「
第

四
十
八
条
の
九
の
八
第
四
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
九
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
の
三
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
九
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
七
の
三
第
七
項
第
二
号
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
額
」
を
「
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省

令
第
三
十
六
号
）
第
七
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
合
計
額
」
に
、「
同
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
同
法
第
四
十

八
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
三
第
一
号
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
債
務
等
処
理
法
第
二
十
五
条
に
規

定
す
る
移
転
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
貸
し
付
け
て
い
る
土
地
（
当
該
移
転
が
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
ま
で
に
終
了
し

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
の
み
貸
し
付
け
て
い
る
土
地
）
で
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
が
行

う
鉄
道
事
業
の
用
に
直
接
供
す
る
も
の
（
鉄
道
事
業
に
係
る
線
路
設
備
、
停
車
場
、
車
庫
、
工
場
、
倉
庫
及
び
詰
所
の

用
に
供
す
る
土
地
に
限
る
。）又
は
」
を
削
る
。

第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
第
三
項
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
ロ
中「（
第
三
項
に
お
い
て
「
外
国
貿
易

船
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
十
一
条
の
十
一
中「（
都
市
計
画
法
第
七
条
第
三
項
の
市
街
化
調
整
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
九
第
二
号
中
「
第
二
条
第
三
十
三
号
」
を
「
第
二
条
第
三
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
報
告
書
の
作
成
方
法
）

第
三
十
二
条

法
第
七
百
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同

項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
七
百
五
十
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
税
負
担
軽
減
措
置
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
税
負
担
軽
減
措
置
等
」
と
い
う
。）の
適
用
の
状
況
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
次
に
掲
げ
る
税
負
担
軽
減
措
置

等
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
も
の
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

一

道
府
県
民
税
、
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、
自
動
車
取
得
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
税
、
鉱
区
税
、
市
町
村

民
税
、
狩
猟
税
、
事
業
所
税
及
び
都
市
計
画
税
に
係
る
税
負
担
軽
減
措
置
等

総
務
大
臣
が
行
つ
た
地
方
税
の
賦

課
徴
収
の
状
況
に
関
す
る
調
査
の
結
果

二

固
定
資
産
税
に
係
る
税
負
担
軽
減
措
置
等

法
第
三
百
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
決
定
し

た
同
項
に
規
定
す
る
価
格
等
に
基
づ
き
算
定
し
た
法
第
七
百
五
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
適
用
額
を
集
計
し
た

も
の
、
法
第
四
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
概
要
調
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
、
法
第
七
百
四
十
三
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
概
要
調
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
又
は
総
務
大
臣
が
行
つ
た
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
の
状
況
に
関
す
る

調
査
の
結
果

２

法
第
七
百
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
項
第
三
号

に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
七
百
五
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
租
税
特
別
措
置
の
道
府
県
民
税
、
事
業
税
又
は
市
町
村

民
税
へ
の
影
響
の
状
況
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
法
第
七
百
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
財
務

大
臣
か
ら
提
供
を
受
け
た
法
第
七
百
五
十
七
条
第
五
号
に
規
定
す
る
適
用
実
態
調
査
情
報
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
及
び
第
三
条
の
二
の
十
五
を
削
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
附
則
第
七
条
第
十
五
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
三
項
」
に
改

め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
七
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
附
則
第
七
条
第
十
九
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
七
項

第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
五
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
八
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
附
則
第
七
条
第
十
九
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
七
項

第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
九
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
七
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
を
削
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
以
下
こ
の
項
、
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
十
四
項
」
を
「
第
十
二
項
を
除

き
、
以
下
こ
の
条
」
に
、「
附
則
第
十
条
第
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
規

定
は
、」を
「
並
び
に
第
二
十
三
条
の
七
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
六
項
、
第
七
項
、
第
八
項（
同
条
第
三
項
、

第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
第
九
項
、
第
十
二
項
及
び
第
十
八
項
並
び
に
第
七
十
条
の
四
の
二
第
三
項

及
び
第
八
項
（
同
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
」
に
、「
、
第
三
十
六
項
、
第
三
十

七
項
、
第
五
十
二
項
、
第
五
十
七
項
及
び
第
五
十
八
項
」
を
「
、
第
五
十
二
項
、
第
五
十
八
項
及
び
第
五
十
九
項
並
び

に
第
四
十
条
の
六
の
二
第
二
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
（
同
条
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
に
係
る
部
分

に
限
る
。）」
に
、「
、
第
三
十
二
項
、
第
三
十
四
項
、
第
三
十
六
項
及
び
第
三
十
九
項
」
を
「
及
び
第
三
十
九
項
並
び
に

第
二
十
三
条
の
七
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
十
条
の
六
第
六
十
項
第
二
号
」を「
第

四
十
条
の
六
第
六
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
三
号
中
「
次
に
掲
げ
る
場
合
」
を
「
受
贈
者
が
、
法
附

則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
第
六
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
農
地
等
を
一
時
的
道
路
用
地
等
の
用
に
供
し
て
い
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
」
に
改
め
、
同

号
イ
中
「
受
贈
者
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、

同
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
中
「
附
則
第
十
条
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項

中
「
附
則
第
十
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
農
地
等
」
を
「
附
則
第
十
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
農
地
、
採
草
放
牧
地
及

び
準
農
地
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
農
地
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中「
附
則
第
十
条
第
十
七
項
」

を
「
附
則
第
十
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

15

政
令
附
則
第
十
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
引
き
続
い
て
法
附
則
第
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
た
い
旨
及
び
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
農
地
等
に
係
る
特
定
貸
付
け
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
事
項
で
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
特
定
貸
付
農
地
等
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積

二

当
該
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
年
月
日
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